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早稲田大学図書館蔵本『笑話本集』のかなづかいの傾向
一原裕子
要旨
0.1 早大本笑話本集にはIiiの仮名遣い（ハ四動詞活用語尾、複合名調、形容詞活用語尾）に三パ
タンが観察された。
A) 「ハ行に働く語」を他から弁別し、既存の仮名遣いの規範に従う傾向を見せるもの。
B) 類推によって形容調語尾をも「ひ」で表した、伝統的誤謬踏襲の傾向を見せるもの。
C) 発音に即した表記傾向を見せるもの。
0.2 A-Cの傾向を示す作者の属性
A), B）の傾向を示す作者群：狂歌等に馴染むものもあり、戯作の師匠を持って先達からの
戯作技術を習得、継承し得、伝統を踏襲する傾向が窺える。
C）の傾向を示す作者：職業噺家であって、時代の要請を察知し易い環境にあった。
1. はじめに
1.1 目的
早稲田大学図書館蔵本『笑話本集』（以下早大本と略す）にあらわれた仮名の使用状況をも
とに、その傾向性を整理し、当該期の仮名遣いが指向するものを明確化することがねらいであ
る。
1.2 方法と対象
・調査対象期 早大本所収のH出本が編まれた安永一文化・文政（1772-1829）を対象とする。
・対象選択の意義 早大本のその成立が後期日出本（1）の時期にほぼ亘っていること、採られた作
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者らは出身階層を異にしており、その指向するものにも多様性が見られるであ
ろうとの予測から26本を一括して調査の対象とした。
－報告対象 ハ行四段動詞活用語尾とハ行四段動詞を複合成素にもつ複合名詞（以下、当該
複合名詞を単に複合名詞と略す）、形容詞活用語尾にあらわれたIiiの仮名を中
心に報告する。
－書誌概略 早大本の書昔、解題の詳細については省略し、以下の概略のほか、成立年代順作
品一覧［参考1］と、一部の写真［参考2－イ，ロ］を付すに留めた。
イ）図書番号へ131198411～26
ロ）形態 3本の中本の他はすべて小本である。題築、内題を欠くものが多かった。
ハ）挿絵
ニ）内容
－その他
見聞き挿絵は 1図～ 2図が殆どだが3図以上のものも 4本あった。（挿絵無し
7本）
表紙、裏表紙に彩色を施した絵があるものも見られた。 ［参考2－イ］
多くは半面6-8行、 12-18字詰めで、総丁数（序は除く）800丁である。
（最も多いものは57丁、最も少ないもので11丁半で、あった。）
丁付けの箇所は版心下部、のど部分と様々で、無丁もあった。
未翻刻のものもある。
書誌の解題は武藤禎夫編『附本大系』に拠った。これを依拠とするため早大本
との比較、照合をして確認をした。
神保五弥校注『新日本古典文学大系86浮世風呂」第三編については早稲田大学図書
館蔵の板本によって表記の確認をした。
1.3 使用テキスト． 早稲田大学図書館蔵本『笑話本集』二十六種
比較対象テキスト・神保五弥校注『新日本古典文学大系86浮世風目』岩波書店（1989)
2. 概要早大本笑話本集のIiiをあらわす仮名の調査結果
当該資料では嗣足改題本、版下書きの介在など問題も多く、作者の位置づけと直結させること
は難しいが、早大本における書き手の傾向は概略以下である。ここで言う作者は書き手側（版下
書きを含む）の代表を意味する。なお、歴史的仮名遣いの合致率が高いことは各項において次の
ような意味を持っている。
・ハ四動詞、複合（派生）名調の合致率が高い……いわゆる歴史的仮名遣いという規範には適って
いるが、実際の発音にはそぐわない表記であったことを意味する。
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－形容調の合致率が高い……規範に適っている上に実際の発音にも即していることを示す。ただ
し、仮名遣いの適合性が高い結果であるとは一概に言えず、見せかけの合致例である可能性も
含んでいることを意味する。
2.1 考察
Iiiを表す仮名の内、当該調査項目［表A-1）からの観察は以下である。比較のため引用した
三馬のデータについては［参考資料I）を参照。
以下［］内は［本行ハ四動詞，複合名調，形容調］の順、略語は（）内参照。
（全＝全例合致高＝ 8～9割合致低＝ 1-2割合致ムコ例無し）
A) 歴史的仮名遣いをほぼ遵守し動詞・形容調ともに合致率が高い
no9 馬琴・蔦屋 ［全，全，ム］ nol4 蔓亭鬼武・蔦屋 ［全，ム，高］
no25a 瓢亭百成・不明［ム，全，全］ no7b 多甫先生・堀野屋 ［全，ム，高］
no21 一九・不明 ［全，高，高］ nol9 慈悲成・丸屋 ［全，ム，高］
傾向と要因
・ハ四動調、複合名詞、形容詞ともに殆ど違例が無く、合致率が高い。一定の規範意識を持ちそ
れに従おうとした。ただし、上記三調査項目では歴史的仮名遣いと合致しながらも語幹に／i/
を持つ「参る」では伝統的な「い」を使用する等、既存の規範を取捨選択する傾向も見られる。
（【表A-2）参照）
ex「参る」 三馬：全例［本2，振6］「ゐ」／早大本9本全例［本22，振1］「い」。
B) ハ四動詞（含複合名調）では合致率が高く、形容調では低い。
nol7 振鷺亭・多田屋 ［全，全，低］ no8b 是亭鬼武・蔦屋［全，ム，低］
no24 万載亭・上総屋利兵衛 ［全，ム，低］
傾向と要因
・「ひ」がハ四動調、形容詞の区別無く使われており、その結果、ハ四動調では合致率が高く、
形容詞では低いという傾向を示した。 A,Bの傾向を示すグループ。は共にハ四動詞活用語を
「ハ行に働く語」と認識するが、 Bグループでは形容調とハ四段動調との明瞭な判別を持たな
い、又は暖昧であったことが本傾向を示す要因と考えられる。そのためハ四動調連用形「ひ」
から類推して形容詞の語をも「ひ」とした、あるいはそのような以前からの誤用を継承したた
めと考えらる。
このような誤用の傾向は当該期の以前から既にあったもので、『一歩』（延宝四 1676刊）に
は「長ひ、みしかひ、高ひ、近ひ、寒ひ、つらひ、かなしひ、さひしひ、むまひ、からひ、此
類あまた書付に及はすいつれもきくいしう字にかよふ詞也是は無の字とおなしかよひなるに
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より仮名遣にあやまれるはしらてなそらへて奥のひを書と見えたり」（2）との指摘がある。形容
詞語尾に「ひ」を用いる同様な傾向が西鶴本にも見られることと、その誤用の要因については、
島田（1965）に詳解があるけ）。
C) ハ四動詞（複合名詞）では合致率が低く、形容詞では高い。
nol2 可楽・山城屋［中，中，高］
傾向と要因
・「い」がハ四動調、形容調双方に使われたため、ハ四動調では合致率が低く、形容詞では合致
率が高いという傾向があらわれた。三馬が〈婦女子の読易を要とした＞ (4）仮名遣いを指向しな
がらも、規範意識にとらわれて果たされなかった「発音通りに表記しよう」とする方法が概ね
採用されている。これはC傾向を示した作者（三笑亭可楽）が規範の認識はあったと推測され
るが規範道守よりも発音に即した表記を指向したためと考える。武藤禎夫氏翻刻による活字本
の補足調査（5）でも可楽（「種かしま」「東都真衛」）は、ほぼ同傾向だった。
O以下に Iiiを表す仮名遣い以外に見られる可楽の発音に即した表記の例を挙げる。
a）ヤ下ニ動詞に「え」を使用する傾向がある。［見へ1：見え 3] nol2 
・発音に即した表記の結果、見せかけの合致例となったケースと考える。
b）「申す」は全例「もふし／申（もふし）」である。 nol2, no26 
－三馬は「申（まをす）」を「もうす」としたが（4）実際の表記では「まうす」であっ
た。
c）半濁音符が多用される。「ょっぽと、ーツペへ、ーツばい」等 nol2, no26 
－早大本の多くは半濁音符出現の環境にないが、オノマトベについてはほぼ半濁音符
を付す。オノマトベを排除した場合、「半濁音符の出現が予想される語」を母数と
した割合は可楽の作品では80～100%と高く、振鷺亭（nol7）が50%でこれに次いだ。
d）ツァ音の「。」表記使用。 「吉さ。ん」 nol2
（補）早大本以外の作品（武藤禎夫氏翻刻「H出本大系』所収） 7本4作家の傾向（5) 
振鷺亭、鬼武、慈悲成…A傾向 可楽…C傾向
以上、 Iiiを表す仮名について概観した。同一作家であっても作品毎に仮名遣いの合致率が異
なるなど不確定な所もあったが、これは当時の仮名遣いにおける「幅の広さ」の反映ととり、早
大本に限っては、上記のような仮名遣いの傾向を見ることができたと考える。
lelをあらわす仮名についての詳細は省き、［参考資料I】、【表A-3］におおよそを示すが、
ここでもIiiとほぼ同じような傾向が観察できた。
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2.2 作者の指向性・属性との関わり
A-Cパタンの傾向を示した作者の属性は以下である。（作者紹介は（6）の各書に拠った）
A 曲亭馬琴 明和4一嘉永元 江戸の人。京伝に師事し黄表紙を書くが、後読本に力を注ぐ
十返舎一九 宝暦14一天保2 駿河出生、町奉行勘定方向心の家に生まれる。滑稽本で成功を
おさめる。
多甫先生 経歴不詳 当時の狂詩界の重鎮か（武藤禎夫町出本大系』解題）。
受亭鬼武 宝暦9一文政元 小笠原侯の臣。浪人後、戯作を京伝、馬琴に学ぶ。
桜川慈悲成 宝暦12一天保4 芝宇田川の陶器商。黄表紙作家桜川杜芳に師事す。烏亭駕馬主
催「日出の会」同人。
式亭三，馬（参） 安永5～文政5 浅草田原町生。芝全交に師事し京伝、鴬馬の影響を受ける。
B 振鷺亭主人 ワ 一文化12 本船町で家主をす。三馬『浮世風呂四編』の政文をしるす。
c 三笑亭可楽 安永6一天保4 馬喰町櫛工。職業噺家。鷲馬、慈悲成の賛助により寄席興業を
打つ。
A、Bの出身は武士、富裕な町人など様々であるが、その殆どが戯作の師匠を持って先達から
の戯作技術を習得、継承した作家群であり、狂詩、狂歌に通じる者も少なくない。規範遵守の意
図は確定できないが、規範を踏襲する傾向は観察されると考える。
一方、 Cは知識人から婦女子という広い階層を相手に高座をつとめる職業噺家であり、規範の
認識はあっても、その遵守より時代の要請を察知して自分たちの言語生活を活写することを意図
したための傾向差と考えた。
3. おわりに
以上のように、早大本笑話本集のIiiをあらわす仮名遣いには三つの傾向が観察され、この傾
向差には書き手の属性、意図が関係していることを報告した。
これらの傾向は式亭三馬『浮世風呂三編』の仮名遣いとも違いがあり、当該期の仮名遣いの
多様性が見られた。早大本とそれ以外の同話異板の比較による書き手の精査（版下書きの書き改
めの有無）、嗣足改題本の整理、データ数の増加等が今後の課題となる。またこれらの作業によ
り、可楽の指向性をさらに明確にし、「発音した通りに表記しよう」とした意図を具体化したい。
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（付） ここでは、一部の語に限って報告したが、それ以外の表記例を挙げる。
イ 方向をあらわす助詞の表記 「江」（noll,12）「え（小字）」（no2,17,20)
「ゑ」（noll, 20, 24) ＊「へ」との混用
ロ ヲ｜き音表記「ゑ」（てめゑ、といふせゑ、しねゑ等） (no24）、「ヱ」（nol9)
ハ イ音便表記「ひ」（あるひて、きひて） (no2, 15, 24）、「い」「ひ」混用（no6)
また、比較的長い哨の中で「へへけへ（俳諾）」「やっつけちゃ」（nol2）、「うなぎ屋ののれん」
「へっつい」（no26）【参考2－ロ］など、隣接する文字とは違う仮名を宛てて読み易さをはかっ
たものがあった（7）ことをも併せて付す。
なお、本稿は1997.7/12早稲田大学国語学会での発表を改稿したものである。席上有益なご助
言をくださった皆様に心より感謝申しあげる。
紙幅の都合で割愛した「違例となった語の’性格」（a形容調シク活用，ク活用 b複合語の語
構成）については後日改めて報告したい。
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注
( 1 ) 後期日出本とは江戸小地本［安永・天明（1772-1789）］中期小刷本［寛政(1789）一文化（1818）］後期小附本
［文政（1818）ー 慶応（1868）］を指す。（武藤禎夫編『江戸小哨辞典』噺本概説）
( 2) 「国語学大系仮名遣ー』 117へ。
( 3) 島田勇雄（1965）では西鶴本における形容詞終止連体形の「ひ」表記について以下の指摘がされている。イ）
江戸時代の人の手にした古典がすでにかなづかいの混乱が生じていた中世に書写されたものでその誤りを正
しいと信じ基準とした。ロ）そのようなかなづかいを正しいと信じる師匠に教えこまれた。ハ）幼稚な文法的
知識にもとづく語源意識から形容詞をハ行四段動詞の一種と誤認し、形容詞終止連体形語尾を動詞連用形語
尾の「ーひ」に類推した。（島田勇雄1965『西鶴本の基礎的研究』明治書院）45へ。
(4) 『浮世風巴三編序』にも次のような彼自身の「仮名遣い」方針が明示されている。
0申す（まをす）を「もうす」訓興隆（かうりふ）を「こうりう」音と書（かけ）る類（たぐひ）すべて婦女
子（ふぢよし）の読易（よみやす）きを要（えう）とすれば音訓（おんくん）ともに仮名（かな）づかひを
正（たけさず ［「浮世風巴』三編 自序仮名例］
( 5) 武藤禎夫編『日出本大系』所収の以下の活字本をテキストにして調査したが概略以下の傾向だった。
慈悲成・振鷺亭・鬼武……A傾向 可楽……C傾向
「馬鹿大林」（桜川慈悲成）14巻
「一口鰻頭」（桜Il慈悲成）14巻
「種がしま」（三笑亭可楽）14巻
「東都真衛」（三笑亭可楽）14巻
「振鷺亭噺日記」（振鷺亭）12巻
「恵方土産」（憂亭鬼武）19巻
「華ゑくほ」（憂亭鬼武）19巻
( 6) 障峻康隆「近世後期舌耕文芸上・下」（国文学研究31,32 1965,3.10) 
宮尾しげお「江戸小日出集成1-2』（東洋文庫）解題平凡社
武藤禎夫『江戸小噌辞典』（1965）東京堂出版 『日出本大系』解題（1979）東京堂出版
( 7) 「志」「飛」「徒」「堂」（志って、飛祢って、ゃっ徒け、徒まら祢へ、堂祢かしま）などの用字の使い分けが
され、前時代からの伝統ではあるが注意を喚起し、誤読を避ける工夫がなされている。
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成立年 早大本 作品名 作者
1773 安永二 no 1 口拍子 開好舎耳赦
ワ 日oZ 出頬題 夢楽庵
1779 安永八 no 3 鯛の味噌i孝 大田南畝
つ （天明頃） (no 4) 梅屋舗（ーのもり） 不明
ワ ， (no23) 年乃市（高笑ひ） 不明／芸甫先生
1783 天明三 no 5 柳巷批言 朋誠堂喜三二
1788 天明八 no 6 濁楽新話 虎渓山人（序）
1789 天明九 no 7 福来す fめ 長甫／瓢亭（序）
1789 か nol6 室の梅 振鷺亭（序）
1790 寛政二 no25 山笑顔（気のくすり） 瓢亭？／黒狐通人
1793 寛政五 no 8 梅の笑（冨貴樽） 瓢亭／憂亭鬼武
1796 寛政八 nol7 噺手本忠臣蔵 振鷺亭
1799 寛政十一 no 9 塩梅よし 曲亭馬琴
1800 寛政十二 noll おごり山客人笑 桜川慈悲成
イシ ， no18 虎智のはたけ 桜川慈悲成
ワ （文化頃） nol4 一雅話三笑 長亭鬼武
1805 文化二 nolO 福助噺（隣くり金） 一九（序）／栄邑堂
1809 文化六 nolZ しんさく落はなし 三笑亭可楽
， ， no13 みになる金 千代春道
1810 文化七 日024 即席料理 万載亭（日出亭）
1815 文化十一 no26 身振姿 三笑亭可楽
1818 文化十五 noZO 口取肴 十返舎一九
1820 文政三 noZl 日出の歳入 十返舎一九
1824 文政七 no19 屠蘇喜言 桜川慈悲成
1826 文政九 no15 H出安売 東里山人／可楽（序）
ワ noZZ 春嚢 桜川慈悲成
1844 天保十五 no27 古今秀句落し噺 一筆庵英寿
成立年代順作品一覧I［参考1
［参考 2ー イ｝
右「おとし日出福来すcめ」
裏表紙
左「濁楽新話」表紙
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版元
蔦屋
不明
不明
蔦屋
私家版
丸屋
鳶雇
上総屋利兵衛
多国屋
野
不明
川村儀右衛門
上総屋利兵衛
不明
村田屋
遠州屋
上総屋忠助
村田屋
堀野屋
E璽
版元
私家版
蔦屋
上総屋忠助
多国屋
堀野屋
不明
不明
不明
遠州屋
不明
川村儀右衛門
山城屋
村田屋
上総屋利兵衛
作者
馬琴
一九
不明
受亭鬼武
開好舎耳放
慈悲成
夏草蒐武
万載亭（日）
振鷺亭
言育莞互
一九
東里山人
喜三三
夢楽庵
一九，栄巴連
大田南畝
慈悲成
可楽
三甫先生
可京
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［表の見方1
表はA）ハ行四段動詞活用語尾、B）複合（派生）
名詞、C）形容詞活用語尾について歴史的仮名遣い
の合致率を降順（本行仮名の合致率を優先とし
た）に並べたものである。
A) .B）は本行仮名と振り仮名に分け、 C）は出
現した 4本 9例全例が合致例であったので、本
行仮名を載せるに留めた。
A）を例にとると、早大本no9（作者：馬琴版
元：蔦屋）はハ四動詞を「ひ」で表記したものが
本行仮名で21例、振り仮名で3例あり全例が合
致例であった（「い」表記は見あたらなかった）
ことを表している。
表中の数字については以下を参照。
①数字は延べ語数である。
②合致率＝合致例数／全使用例数＊100 
（但し、%の記載は略した）
データの内、全使用数が5例（名詞
は3例）に満たないものは省いた。
早大本ナンバーの a, bは嗣足本の
部分を表し、明らかに作者が異なる
ものは除外した。
作者
開好舎耳~攻
馬琴
慈悲成
振鷺亭
三甫先生
瓢亭百成
一九
夢楽庵
大田南畝
一九
東里山人
可楽
可楽
喜三三
?
???????
B）複合（派生）名詞
ひい
本振本
9 2 0 
5 0 0 
4 4 0 
3 1 0 
3 1 0 
3 0 0 
8 1 1 
9 1 2 
6 2 3 
6 0 3 
7 1 5 
4 0 3 
6 0 5 
4 0 4 
????????
?????
ヮ??
???
? ?
?
ヮ ? ? ?
③ 
④ 
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参考資料I le／をあらわす仮名
le／をあらわす仮名としてヤ下二、ハ下二、ハ四動詞の活用語もあわせて調査したが以下のような結果
であったことを付する。［表A-3]（ヤ下二73例、ハ下二105例、ハ四151例）
1) ヤ下二段活用合致例…〔nol,14＝各2例，nol2=3例，no3 = 4例〕他は全例「へ」
これは他のle／をともなう動詞の「へ」の表記にヲ｜かれた結果、均並に「へ」で表記したことの表れと
考えられる。三馬が該当部分を全例「え」で表記していることとは対照的であった。
合致例の分析…・・・規範遵守の指向の表れと見せかけの合致例の混在
が規範意識をもって「え」を選択したと考えられるもの（no1 , no3 , nol 4 A, Bパタン） ＼ 
L見せかけの合致例と思われるもの（nol2 Cパタン） ／ 
2) ハ下二段活用の違例……〔nol5「へ」→「え」 1例，nol9「へ」→「ゑ」 1例〕
過剰修正均並に「へ」を使うことの常套化を窺わせる結果と推測される。
3) 延べ語数が多く、異なり語数が少ない0 ・…・・一定の語が常に固定した表記がされていて、ユレが少
なかった。（no6 : 7例一語「いへハ」）
参考資料E 式亭三馬『浮世風巴三編巻之上，巻之下』の仮名使用状況
1) /i／を表す仮名の使用状況
a）ハ四動詞語尾、形容詞語尾本行／振り仮名／割書き 違例なし
複合（派生）名詞 本行：「人遣い」振り仮名「買立（かいたて）」違例2
b）調査対象語12語振り仮名目「田舎（い，ゐ）」「問（い，ひ）」「序（い，ひ）」他混用例
2) le／を表す仮名の使用状況
a) 連母音融合の引音表記
b) ヤ下二、ハ下二、ハ四
c) 調査語11語のうち混用例
3) その他
ほほ「へ」を使用
本行「か、え（ハ下二）」違例1
振仮名「声（へ，ゑ）」他
a) 調査した27語のうち「方」「当」「道」に開音、合音表記の混用が見られる
＊「申す」・「まをす」／「もうす」該当例無し。「まうす」 3例（含振仮名）
b) クワ、グワ音の表記：冠辞，関東，文化，浪花，初会，立会
直音表記との混用「元日」（グワンジツ／：ガンジツ）「喧嘩」（ケンクワ／ケンカ）
直音表記のみ「荒神」（コウジン）
以上、ハ四段動詞の複合名詞に「ひ→い」の違例が2例みられた他は、ほぼ歴史的仮名遣いに合致した。
また、仮名遣いの違例、混用の語は、「人遣い」「買立（かいたて）」「か、え」「田舎（いなか，ゐなか）」
「問（あいだ，あひだ）」「序（ついて，つひて）」「声（こへ，こゑ）」「縁（えん，ゑん）」などの日常語と考えら
れる語に多かった。
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［表Aー 2)
「居」 「参」
n口 ¥t> ゐ It、
1 (3) 5 (2) 
2 2 。
3 (2) 1 (2) 4 
4a 。7 
4b 。 3 
5 。6 (1) 
6 。4 (3) 
7b 2 
8 1 (2) 3 (1) 1 
9 (1) 。
lOa 。1 (1) 
lOb 。2 (1) 
11a 1 。 1 
11b 1 (1) 。
12 。 1 8 (1) 
13 3 1 
14 。1 (5) 
15 3 (1) 。
16 (1) 1 (2) 1 
17 (1) 3 
18 。(3) 
19 2 (8) 1 1 
21 。27* 1 
22 。(2) 
23a 。(2) 
23b 
24 
25b 。6 (2) 3 
26 (1) 2 (2) 
6芝居（ゐ）、かもゐ
8居（ゐ）問、芝居（ゐ）
24しばいし芝居（い）1 
*no21；語頭17例、語中10例
［表Aー 3]
ハ下二段（未・用） ハ四段（仮－命）
A. え ゑ 延語 ノ＼ 延語
no 本振 本 本 ／異 本振 ／異
1 9 。。1 917 2 1 
2 6 。。。6/4 4 。4/1 
3 7 2 。。 17 0 17/3 
4a 3 。。。3/1 7 。7/2 
4b 3 。。。 2 。
5 4 。。。4/3 5 。5/1 
6 。。。。。7 。7/1 
7b 5 。。。5/2 3 。3/1 
8 1 。。。 2 。
9 5 。。。5/4 7 1 7/4 
lOa 3 。。。 7 。7/1 
lOb 1 。。。 1 。
11 4 。。。 7 。7/2 
12 6 。。。613 。。
13 1 。。。 。。
14 2 1 。。 15 0 15/3 
15 8 。。1 8/5 11 0 1115 
16 1 1 。。 。。
17 。。。。。9 。9/4 
18 1 。。。 6 。6/2 
19 4 。1 。4/4 3 1 
20 10 。。0 10/6 2 。
21 5 1 。。5/5 5 。5/1 
22 2 。。。 5 。
23a 。。。。。8 。8/1 
23b 。。。。。2 。
24 2 。。。 7 。7/1 
25a 2 。。。 2 。
25b 1 。。。 3 。3/1 
26 2 。。。 3 。3/1 
延語数／異：；左数字は延べ語数
右数字は異なり語数
ヤ下二段（未・用）
ノ＼ え 延語
no 本振 本 ／異
1 1 1 2 
3 。。4 
4a 2 。。
4b 2 。。
5 4 。。411 
6 3 。。
7b 1 。。
8 。。
9 5 1 。5/4 
lOa 4 。。4/1 
lOb 1 。。
12 2 。3 
14 10 2 2 10/3 
15 6 。。6/4 
16 1 。。
17 3 。。
18 2 。。
19 2 1 。
20 。1 。
21 5 1 。5/3 
22 1 。。
23a 3 。。
23b 4 。。
24 。。
25b 2 。。
26 4 。。4/3 
該当例無し： no2, no11, 
no13, no25a 
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